


長野県最南端にある天龍村

長野県で最も温暖なこの村では、古き良き暮

らしが根づいています。自然と共に生活を営

み、伝統文化を守りながら生きる、そんな暮

らし方を紹介します。

天龍村

①
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

　

毎
年
お
盆
の
時
期
に
開

催
さ
れ
る
お
祭
り
で
す
。

出
店
や
特
産
品
販
売
、
盆

踊
り
、
花
火
大
会
な
ど
が

あ
り
、
村
民
や
帰
省
し
た

方
々
が
楽
し
め
る
お
祭
り

で
す
。

②
天
竜
川

　

諏
訪
湖
を
水
源
と
す
る

天
竜
川
は
天
龍
村
を
縦
断

し
、
か
つ
て
は
「
暴
れ
天

竜
」
と
呼
ば
れ
、
川
を
利

用
し
た
交
易
も
盛
ん
で
し

た
。
今
で
は
ダ
ム
が
あ
る

た
め
流
れ
は
穏
や
か
で
す
。

③
天
龍
キ
ッ
ズ

　

人
口
減
少
に
伴
い
、
子

ど
も
の
数
は
非
常
に
少
な

い
で
す
。
し
か
し
、
少
人

数
な
ら
で
は
の
教
育
で
、

子
ど
も
達
の
自
主
性
を
伸

ば
し
て
い
ま
す
。

④
平
岡
の
夜
景
と
星
空

　

平
岡
駅
周
辺
は
村
で
最

も
人
口
が
多
く
、
役
場
や

学
校
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

晴
れ
た
日
の
夜
に
は
星
空

が
輝
い
て
い
ま
す
。

⑤
雑
穀
の
畑

　

村
で
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
や
集
落
支
援
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
地
区
の

住
民
と
一
緒
に
な
り
、
農

作
物
の
栽
培
や
加
工
な
ど

も
行
い
ま
す
。

①

②⑤ ③③



村に生きる。

⑥
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

　

元
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
夫
婦
に
よ
る
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
「
満
月
屋
」
は
、
古

民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
、

観
光
客
や
村
民
の
集
い
の

場
で
す
。

⑦
移
住
者
交
流
会

　

村
で
は
移
住
者
を
増
や

す
べ
く
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
や
各
種
補
助
金

制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
若
者
の
移
住
者
も

増
え
て
い
ま
す
。

⑧
地
区
の
集
ま
り

　

地
区
内
で
の
結
束
が
強

い
の
も
村
の
特
徴
で
す
。

お
祭
り
や
地
区
の
道
掃
除

な
ど
、
力
を
合
わ
せ
、
助

け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

⑨
中
井
侍
の
茶
畑

　

特
産
品
の
一
つ
に
「
中

井
侍
銘
茶
」
が
あ
り
ま
す
。

太
陽
の
光
と
天
竜
川
か
ら

上
る
川
霧
を
た
っ
ぷ
り
と

含
ん
だ
茶
葉
は
丁
寧
に
手

摘
み
さ
れ
ま
す
。
こ
の
お

茶
は
県
知
事
賞
を
何
度
も

受
賞
し
て
い
ま
す
。
市
場

に
出
回
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

「
幻
の
お
茶
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

天龍村には多くの伝統文

化・芸能が脈々と受け継

がれています。「天龍村

の霜月神楽」は国の重要

無形文化財に指定され、

1月 3 日～5日までの３

日間、寒空の下開催され

ます。そして、祭りを一

目見ようと毎年多くの観

光客が訪れます。

他にも平岡地区を練り歩

く「満嶋神社の秋祭り」

も有名です。特に先頭を

行く氏子青年による掛け

太鼓は見どころの一つで

す。

上から

向方お潔め祭り (1/3)

坂部冬祭り (1/4)

大河内池大神社例祭 (1/5)

以上が「天龍村の霜月神

楽」です。

一番下が満嶋神社秋祭り

です。(10 月第 2 土日 )

※（）内は開催日です。 ④

⑥

⑧⑨ ⑦



　
天
龍
村
は
長
野
県
の
最
南

端
に
位
置
し
、
愛
知
県
豊
根

村
や
静
岡
県
浜
松
市
と
接
し

て
お
り
、
村
の
真
ん
中
を
南

北
に
流
れ
る
天
竜
川
と
、
そ

の
支
流
が
作
る
Ｖ
字
渓
谷
に

集
落
が
点
在
す
る
「
純
山
村
」

で
す
。
天
竜
川
に
沿
っ
て
Ｊ

Ｒ
飯
田
線
が
走
り
、
村
内
に

は
駅
が
５
つ
存
在
し
ま
す
。

中
で
も
「
為
栗
駅
」（
し
て
ぐ

り
）
と
「
中
井
侍
駅
」（
な
か

い
さ
む
ら
い
）
は
秘
境
駅
と

呼
ば
れ
多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン

の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
天
龍
村
の
緯
度
は
神
奈
川

県
の
湘
南
海
岸
と
ほ
ぼ
同
じ

で
、
長
野
県
で
最
も
温
暖
な

地
域
と
言
わ
れ
て
お
り
、
梅

や
桜
が
県
で
最
初
に
開
花
し

ま
す
。
特
産
品
に
は
長
野
県

で
毎
年
の
よ
う
に
県
知
事
賞

を
受
賞
し
て
い
る
中
井
侍
銘

茶
や
柚
子
、
小
梅
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
、
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
、
伝

統
野
菜
で
あ
る
「
て
い
ざ
な

す
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
伝

統
行
事
と
し
て
、
一
〇
月
に

行
わ
れ
る
平
岡
地
区
の
「
満

嶋
神
社
の
秋
祭
り
」
や
松
島

地
区
の
「
十
五
社
祭
」
、
年
始

に
行
わ
れ
る
向
方
・
坂
部
・

大
河
内
の
「
天
龍
村
の
霜
月

神
楽
」
な
ど
が
有
名
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
二
月

に
天
龍
梅
花
駅
伝
、
四
月
に

さ
く
ら
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

六
月
は
県
の
天
然
記
念
物
で

あ
る
村
鳥
「
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
」

の
産
卵
や
巣
立
ち
を
観
察
し

よ
う
と
、
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
ま
す
。
村
民
に
よ
る
ク

ラ
ブ
活
動
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

野
球
や
フ
ッ
ト
サ
ル
、
コ
ー

ラ
ス
、
和
太
鼓
、
ジ
ャ
ズ
バ

ン
ド
な
ど
多
種
多
様
で
す
。

　
村
内
の
職
業
は
主
に
役
場

や
介
護
福
祉
施
設
、
遊
休
荒

廃
地
の
活
用
を
目
的
と
し
た

天
龍
農
林
業
公
社
、
学
校
関

係
の
職
員
、
土
木
建
設
業
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

移
住
し
、
村
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や

観
光
客
誘
致
、
特
産
品
栽
培

な
ど
の
仕
事
や
、
集
落
支
援

員
と
し
て
集
落
の
維
持
、
点

検
、
見
回
り
を
仕
事
と
し
て

い
る
方
も
い
ま
す
。

　
村
に
は
保
育
園
、
小
・
中

学
校
の
他
に
、
向
方
地
区
に

山
村
留
学
を
目
的
と
し
た
私

立
学
園
（
小
中
高
）
が
あ
り

ま
す
。
遠
方
か
ら
の
児
童
・

生
徒
の
た
め
に
無
料
の
送
迎

バ
ス
も
あ
り
ま
す
。
高
校
に

進
学
す
る
と
飯
田
方
面
へ
電

車
で
通
学
す
る
こ
と
が
多
い

で
す
。

人　　口・・・1,327人（2018年3月末現在）

高齢化率・・・59.05 ％（全国2位）*

面　　積・・・109.44 km²

産　　業・・・農業、林業

天

龍

村

*2015年国勢調査より



F U R U S A T O
N O Z E I

　

天
龍
村
で
は
、

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
）
」
を
承
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ご
寄
附
に
際
し
、
応
援

し
た
い
内
容
を
以
下
の
６

つ
か
ら
お
選
び
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
ご
寄
附
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
村
の
特
産

品
な
ど
の
お
礼
の
品
を
差

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ふ
る
さ
と
納

税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
ま
せ
！

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
）

①
いつまでも

イキイキ暮らしたい！

福祉の充実や
生活基盤整備など

②
元気な笑顔を
育てたい！

子育て支援や
学校教育支援など

③
澄んだ空気と

緑の山を守りたい！

ふるさとの自然と
景観維持など

④
行ってみたいと
思わせたい！

観光施設の
維持整備など

⑤
村の誇りを
育てたい！

民俗芸能の
保存伝承など

⑥
村長におまかせ!

ご寄附御礼の品

ふ る さ と

の う ぜ い

応援したい内容

御礼の品の例です。

【天龍村ふるさと寄附金に関してのお問い合わせ先】

天龍村役場 総務課 企画財政係 ☎ 0260-32-2001
ふるさと納税総合サイト



4
SEASONS

Spring

Summer

umn

中井侍銘茶
GW頃からお茶摘みが
始まります。

春の山菜摘み
山ではフキノトウや
タラの芽などを

採ることができます。

桜並木
長野県で一番早く桜が開花します。
平岡駅前や松島桜公園、伊那小沢駅
など、名所が数多くあります。

川あそび
天竜川でのラフティングや

和知野川で川遊びを楽しめます。

て
い
ざ
な
す 

村
の
伝
統
野
菜
で
、
人
の
顔
ほ
ど

あ
り
ま
す
。「
畑
の
フ
ォ
ア
グ
ラ
」
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
身
が
柔
ら
か
い
で
す
。

ふるさと夏まつり
お盆の季節に平岡駅前で
開催されます。盆踊りや
花火大会などイベントが
盛りだくさんです。

ヤマユリ
７月～８月が
見頃です。

5月頃飛来する渡り鳥だよ！

7月から10月まで獲れるよ！

春の秘境駅ツアーも平岡駅前で開催されるよ！

勝手に採ることはダメ！許可を取ろう。

写真の場所はNHKが取材に来た畑だよ！



TENRYU
VILLAGE

Autumn

Winter

満嶋神社の秋祭り
平岡地区で毎年10月の第二土日に
行われるお祭りです。行列を組み、

街を練り歩きます。
実りの秋
新米の季節です。
収穫に忙しい日々が
続きます。

自慶院
黄色い銀杏の葉が
お寺の境内を
埋め尽くします。

天龍梅花駅伝
村内外から約120チームが参加し、
1年で村の人口が最も多くなる
イベントです。毎年ハイレベルな
争いが繰り広げられます。

天龍村の霜月神楽
国指定重要無形民俗文化財であるお祭りです。

向方、坂部、大河内地区でそれぞれ
毎年１月の３日～５日に開催されます。
人と神が交わり、１年の安泰を祈願しながら
舞い踊ります。特に坂部地区の「冬祭り」に
現れる鬼が火の粉を散らす「たいきり面」は

見ものです。

向方
お潔め祭り

大河内
池大神社例祭

坂部
冬祭り（たいきり面）

先頭を行く掛け太鼓がカッコいいぞ！

写真は大河内地区の稲穂

賽銭場所に巨大な数珠があるよ！

天龍中校庭でたくさん出店が出るよ！それも楽しみ＾＾



左から会長の宮澤英行さんと事務局
長の濱島徳嗣さん。濱島さんは自身
もＵターン経験者ということで、共
に働くメンバーを暖かく受け入れて
くれます。

↑

社会福祉協議会（社協）とは？

社会福祉活動を推進することを目的とした、

非営利の民間組織です。

天龍村では地域の人々が住み慣れた村で安

心して生活する事ができるよう、福祉増進

に取り組んでいます。

　
天
龍
村
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
社
会
福
祉
法
人
を
目
指
し
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
自
宅
か
ら
診

療
所
ま
で
の
通
院
を
支
援
す
る
福
祉
有
償
運
送
サ
ー

ビ
ス
事
業
や
、
一
人
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
食
の
確
保

と
安
否
確
認
を
兼
ね
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業

も
手
掛
け
て
い
ま
す
。
都
市
部
な
ど
で
は
ご
く
当
た

り
前
に
あ
る
施
設
で
す
が
、
人
口
が
千
人
規
模
の
「
村
」

で
は
珍
し
く
大
部
分
の
福
祉
を
村
内
で
完
結
で
き
る

環
境
に
あ
り
ま
す
。
村
の
高
齢
化
率
は
全
国
で
二
番

目
に
高
く
、
言
わ
ば
「
天
龍
村
の
福
祉
」
は
日
本
の

最
前
線
を
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。

　
村
全
体
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
そ
の
担
い
手

も
年
齢
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
都
市
部
で
行
う

介
護
の
仕
事
と
大
き
な
差
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
ま
わ
り
に
あ
る
環
境
は
都
市
部
と
大
き
く

違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
住
宅
が
密
集
し

た
街
で
は
日
常
や
通
勤
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
も
あ
り
、

仕
事
以
外
の
こ
と
で
も
気
持
ち
や
か
ら
だ
に
ゆ
と
り

が
少
な
く
、
日
々
の
暮
ら
し
を
こ
な
し
て
い
く
こ
と

に
精
一
杯
で
あ
る
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
、
自
然
豊

か
な
山
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
働
く
こ
と
で
、
気
持
ち

な
ど
に
多
少
の
ゆ
と
り
も
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ひ
と
こ
と
で
福
祉
と
い
っ
て
も
た
く
さ
ん
の
職
種

が
あ
り
ま
す
。
移
住
を
し
た
後
に
ど
う
働
く
か
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
多
様
な
暮
ら
し

か
た
が
あ
る
な
か
で
、
そ
の
働
き
方
に
見
合
っ
た
職

種
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
天

龍
村
を
気
に
入
り
、
仕
事
を
ど
う
す
る
か
お
考
え
の

方
は
ぜ
ひ
私
た
ち
の
い
る
「
社
協
」
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

社 協

の

お 仕 事

s h a k y o









支
援

子育て
- PARENTING -

その他 - OTHERS -

※各支援制度には年齢や居住の条件があります。

永住意思のある世帯に支給します。
単身５万・夫婦10万・１８歳以下の子２万円／人

村内温泉施設・かじかの湯（阿南町）で
利用できる無料券を年５枚支給します。

UIターン助成金1 温泉保養券2

誕生＆保育園

小学生＆中学生

高校生

0歳

3歳

6歳

12歳

15歳

18歳

・保育料減免制度

・出産祝い金

・赤ちゃんオムツ購入費補助

・新生児への１stブックと

  バースデーブック支給事業（中学生まで）

・医療費実質無償（高校生まで）

・完全給食の実施

・入学祝い（商品券）

・給食費100%村費負担（中学生まで）

・児童、生徒学習用ノート支給事業

 （中学生まで）

・無料スクールバス（中学生まで）

・高校生通学費補助

・就学用奨学金「龍蛇山澤基金」

  貸与制度（無利子）

大学・専門学校・就職など

・後継者助成金

・就学用奨学金「龍蛇山澤基金」

  貸与制度（無利子）



制
度

住宅
- HOUSE -

仕事
- JOB -

結婚＆妊娠
- MARRIAGE & 
 PREGNANT -

通勤助成金
村外就業地の勤務者は

月額上限8,000円を支給します。

1

就農支援
県による補助があります。

詳細はお問い合わせ下さい。

2

創業支援
県による補助があります。

詳細はお問い合わせ下さい。

3

無料職業紹介
村内および通勤可能エリア内の

事業所の求人情報を紹介しています。

4

※各支援制度には年齢や居住の条件があります。

結婚祝い金
２年以上居住し、永住意思のある
５０歳未満の夫婦に５万円支給します。

1

結婚相談支援
結婚相談所登録費用について
１０万円を限度に支給します。

2

妊婦一般健康診査
費用助成
妊婦検診で受診できる受診表を交付します。
基本検診14枚・追加検診５枚・超音波検診４枚
里帰りなど県外での受診でも交付可能です。

3

新築の場合
工事費の１０%以内（上限２００万円）

1
増改築の場合

工事費の１０%以内（上限１００万円）

2

空き家取得の場合
取得費の１０%以内（上限１００万円）

3
住宅用地取得の場合
取得費の１００%以内（上限１００万円）

4

耐震診断の場合
昭和５６年以前に建てられた
木造住宅の精密検査は全額補助
耐震補強は上限６０万円まで補助

5

空き家片付け補助の場合
空き家バンクに登録された物件で、
家財道具を片付けるための処分費等
を最大２０万円まで補助

6

※空き家バンク登録、村営・公営住宅の空き状況や家賃などはお問い合わせ下さい。
　①～④は居住年数や年齢制限があります。





およりて
天龍村に来ると圧倒的な自然が待ってい

ます。その中にお店や宿、温泉などの施

設がいくつかあります。お越しの際は、

ぜひおよりてください。
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